
Q１ この仕事は，誰のために，何をするのですか？

Q２ この仕事に，私たちの税金がどのように使われていますか？

Q３ この仕事が行われることによるメリットは？

Q４ この仕事はいつから始まり，また，見直しなどを行いましたか？

大規模災害時には市など公の取組には限界があり，自主防災組織が要

となる共助の取組が被害の防止・軽減につながると言われています。

そのため，自主防災組織の設立や当該組織を中心とした防災訓練等の

活動を促進し，市民の防災力向上を図ります。

自主防災組織が実施する防災訓練や防災に関する資機材の調達に要す

る費用に対して，補助金を交付しています。

自主防災組織の設立や活動に対して支援を行うことにより，地域住民

が自発的に連帯して防災活動を行う環境が整備され，災害時において

は，地域の防災力の向上による被害の防止や軽減に繋がります。

平成７年の阪神・淡路大震災の教訓により，「災害対策基本法」が改

正され，地方公共団体が努めなければならない事項として「自主防災組

織の育成」が明記されました。三原市では平成 17年に策定した「地域

防災計画」に基づき，自主防災組織の活動促進に取り組んでいます。

事業名：自主防災組織設立・育成事業

ワ ン ポ イ ン ト 解 説
やっさだ

るマンの
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 自主防災組織設立・育成事業 事業開始年度 令和2年度

上位施策事業名 5-1-1　災害対応力の強化 担当局・部名 危機管理監

根拠法令等 災害対策基本法（第5条） 担当課･係名 危機管理課

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 岡田　有二

【自主防災組織の活性化】 自主防災組織　133組織（令和5年3月31日時点）

【自主防災組織の設立】 町内会，自治会等の住民組織のうち，自主防災組織未設立組織　113組織

■直営

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　）

■補助金〔直接・ 間接〕（補助先：自主防災組織  　　実施主体：　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

【自主防災組織の活性化】

　・自主防災組織育成支援事業補助（活動費の補助） 1,913 千円 補助申請組織数

　・避難の呼びかけ体制構築支援事業補助

　　（体制構築に要した費用の補助）

　・自主避難所開設運営謝金

　　（災害時の避難所開設に伴う謝金）

【自主防災組織の設立】

　・新規設立支援（設立説明会開催） 0 千円 開催回数

　・出前講座（自主防災の必要性の説明）（講師謝金） 83 千円 開催回数

　・自主防災設備等整備事業補助（初期整備補助） 0 千円 補助申請件数

令和5年度（予算） 令和4年度（決算見込） 令和3年度（決算） 令和2年度（決算）

事業費合計 7,642 千円 3,866 千円 3,299 千円 4,662 千円

担当正職員 0.5 人 3,000 千円 0.4 人 2,400 千円 0.4 人 2,400 千円 0.4 人 2,400 千円
臨時職員等 0 人 0 千円 人 0 千円 人 0 千円 人 0 千円
人件費合計 0.5 人 3,000 千円 0.4 人 2,400 千円 0.4 人 2,400 千円 0.4 人 2,400 千円
総事業費 10,642 千円 6,266 千円 5,699 千円 7,062 千円

1,000 千円 200 千円 700 千円 1,100 千円
国県補助金の内容

地方債 千円 千円 千円 千円
2,000 千円 1,600 千円 0 千円 2,000 千円

その他の財源の内容

一般財源 13,642 千円 4,466 千円 4,999 千円 3,962 千円
財源合計 10,642 千円 6,266 千円 5,699 千円 7,062 千円

実施の背景

　災害から命を守るためには，自助（自分の命は自分で守る），共助（地域やコミュニティといった
周囲の人たちが協力して助け合う），公助（公的機関による救助・援助）の円滑な連携が必要。
特に大規模災害時には市など公の取組には限界があり，自主防災組織が要となる共助の取組
が被害の防止・軽減につながる。

目　的
（何のために）

　災害による被害を最小限に抑えるため，自主防災組織の設立や当該組織を中心とした
防災訓練等の活動を促進し，市民の防災力向上を図る。

対　象
（誰・何を対象に）

実施方法

200 千円 補助申請組織数

70 千円 開設運営回数

関連事業
（同一目的事業等）

宝くじコミュニティ助成事業
（災害の被害防止活動及び軽減活動に直接資するものの整備に関する事業費に対する補助金）

事業費内訳
(令和4年度分)

【自主防災組織の活性化】
・自主防災組織育成支援事業補助　事業費1,913千円
　（訓練補助 28組織 274千円，設備整備補助 14組織 1,239千円，防災マップ作成 2組織 400千円）
・避難の呼びかけ体制構築支援事業補助　事業費200千円
　（呼びかけ体制構築費用補助 2組織 200千円）
・自主避難所開設運営謝金　事業費70千円
　（災害時避難所開設に伴う謝金 7組織 70千円）
・宝くじコミュニティ助成事業　事業費1,600千円
　（防災活動整備費補助　（一財）自治総合センターの補助金　1組織 1,600千円）
【自主防災組織の設立】
・出前講座　事業費83千円
　（講師謝金　防災士派遣　83千円）

人
件
費

国県補助金

その他の財源
(使用料手数料等)

事
業
概
要

事業内容
（手段、手法など）

コ
ス
ト

事
業
費

財源

内訳

事業番号3 令和5年度
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 自主防災組織設立・育成事業 事業開始年度 令和2年度

事業番号3 令和5年度

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 令和4年度 令和3年度 令和2年度

自主防災組織育成支援事業 補助申請組織数 組織 44/66 40/67 32/66

避難の呼びかけ体制構築支援事業 補助申請組
織数

組織 2/15 7/20 11/13

自主避難所開設回数 回 14/60 98/98 29/50

出前講座開催回数（防災士派遣） 回 18/20 7/20 12/30

自主防災設備等整備事業 補助申請組織数 組織 0/5 2/5 5/5

単位当たりコスト 総事業費 ／
自主防災組織数

(R4:133，R3:132，R2:130)
円 47,113 43,174 54,323

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 令和4年度 令和3年度 令和2年度

自主防災組織の活性化率
(防災訓練等を実施した組織数/自主防災組織数*100)

％ 71.4/74.0 69.7/71.0 66.9/68.0

自主防災組織の設立 組織 133/140 132/135 130/130

/
/ /

活動実績

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

　災害による被害を最小限に抑えるため，共助の要である自主防災組織の設立や活性化
に取り組み，組織としての防災力の向上を目指す。
【目標値】
自主防災組織の活性化率　R6年度　80％
自主防災組織の設立　R6年度　150組織

成果
（目標達成状況）

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

【自主防災組織の活性化】
　組織の活動が役員交代や高齢化等の理由で停滞する組織がある。毎年決まった日に訓練をする
など，訓練が定例行事となれば活動の停滞が減少すると考える。そのため，市民防災訓練（11月
開催予定）やJアラート訓練の日に合わせ，組織としても活動するよう促す。
【自主防災組織の設立】
　設立に向けた説明会や出前講座を行っているが，なかなか設立に繋がらない。未設立団体への
アンケートから高齢化や賛同者がいない，組織のまとめ役がいないなど設立できない様々な要因
があることがわかった。R5年度は災害リスクがある地域や過去に災害が発生した地域に対象を絞
り，代表者への設立希望の確認後，地区の役員向けの説明会の実施や設立に向けた支援を行う。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

特記事項

事
業
実
績

防災訓練 防災施設整備 防災マップ

三原市
100世帯以下50,000円
101～200世帯100,000円
201～300世帯150,000円

10,000円
（3年1回）
100世帯未満50,000円
100世帯以上100,000円

（3年1回）
200,000円

1回
5,000円

呉市 50,000円 20,000円 40,000円 － －

安芸高田市 (世帯数×200円)＋10,000円 参加者数×200円
（1回限り）
(世帯数×500円)＋50,000円

－ －

大竹市 資機材支給（希望組織のみ） 20,000円 20,000円 20,000円 －

尾道市 － 10,000円
（1回限り）
100世帯以下　50,000円
101～400世帯 50,000円＋(世帯数-100)×300円

（1回限り）
20,000円

1日
12,000円

県補助
（1回限り）
100,000円

育成支援設備等整備
（新規設立・統合補助）

避難の
呼びかけ体制

避難所
運営謝金
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自
主

防
災

組
織

支
援

制
度

補
助
金
名

称
補
助
対
象
事
業

補
助
等
金
額
（
上
限
）

内
容

１
自
主
防
災
組
織
育

成
支
援
事

業
補
助
金

防
災
訓

練

※
1
年
度
に

1
回
ま
で

1
0
,
0
0
0
円

○
防
災
訓
練
実
施
の
た
め
の
費
用
補
助

例
：

参
加

者
の

飲
料

，
非

常
食

サ
ン

プ
ル

，
土

の
う

袋
，

ス
コ

ッ
プ

，
ロ

ー
プ

，
講

師
謝

金
な

ど

防
災
施

設
等

整
備

※
3
年
度
に

1
回
ま
で

【
1
0
0
世
帯
以
上
】
1
0
0
,
0
0
0
円

【
1
0
0
世
帯
以
下
】

5
0
,
0
0
0
円

○
防
災
活
動
に
必
要
な
備
品
や
資
機
材
を
購
入
・
整
備
す
る
費
用
の
補
助

例
：

防
災

倉
庫

，
発

電
機

，
ヘ

ル
メ

ッ
ト

，
カ

セ
ッ

ト
コ

ン
ロ

，
簡

易
ト

イ
レ

な
ど

地
域
防

災
マ

ッ
プ

作
成

※
3
年
度
に

1
回
ま
で

2
0
0
,
0
0
0
円

○
地
域
に
応
じ
た
危
険
箇
所
な
ど
を
記
す
マ
ッ
プ
の
作
成
・
印
刷
等
費
用
の
補
助

防
災
士

資
格

取
得

※
3
年
度
に

1
回
ま
で

5
6
,
0
0
0
円

○
自
主
防
災
組
織
か
ら
防
災
士
資
格
取
得
す
る
場
合
の
試
験
等
の
費
用
補
助

※
同

補
助

の
ほ

か
，
「

福
山

防
災

大
学

～
防

災
士

養
成

講
座

～
」

受
講

に
よ

る
資

格
取

得
も

可
能

２
避
難
の
呼
び
か
け

体
制
構
築

支
援
事
業
費
補
助

金

呼
び
か

け
避

難
の

実
施
体

制
作
り

※
１
回
限
り

1
0
0
,
0
0
0
円

○
避
難
訓
練
の
実
施
等
，
地
域
で
の
「
呼
び
か
け
避
難
」
の
実
施
体
制
作
り
を
行
う
た
め
の

費
用
補
助

例
：

非
常

持
出

袋
，

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
消

耗
品

，
拡

声
器

，
ト

ラ
ン

シ
ー

バ
ー

，
講

演
謝

金
な

ど

３
避
難
所
開
設
運
営

謝
金

地
域
の

避
難

所
開

設
１
回
（
1
日
）
5
,
0
0
0
円

○
地
域
で
避
難
所
開
設
し
た
際
の
謝
金

※
市

が
公

設
避

難
所

を
開

設
し

て
い

る
こ

と
，

避
難

所
の

開
設

運
営

を
行

う
こ

と
，

開
設

報
告

及

び
定

時
の

避
難

者
数

報
告

を
行

う
こ

と
が

支
払

い
の

要
件

４
自
主
防
災
組
織
防

災
設
備
等

整
備
事
業
助
成
金

新
規
設

立
時

の
助

成

※
１
回
限
り

【
1
0
0
世
帯
以
下
】

5
0
,
0
0
0
円

【
1
0
1
～
2
0
0
世
帯
】
1
0
0
,
0
0
0
円

【
2
0
1
～
3
0
0
世
帯
】
1
5
0
,
0
0
0
円

【
3
0
1
～
5
0
0
世
帯
】
2
0
0
,
0
0
0
円

【
5
0
1
世
帯
以
上
】

3
0
0
,
0
0
0
円

○
自
主
防
災
組
織
の
設
立
等
に
係
り
,
防
災
活
動
に
必
要
な
備
品
等
を
購
入
す
る
費
用
補
助

例
：

防
災

倉
庫

，
発

電
機

，
ヘ

ル
メ

ッ
ト

，
カ

セ
ッ

ト
コ

ン
ロ

，
簡

易
ト

イ
レ

な
ど

※
同

助
成

金
を

未
活

用
の

組
織

は
，

い
つ

で
も

申
請

可
能

。

未
設
立

組
織

の
統

合
助
成

※
１
回
限
り

1
0
0
,
0
0
0
円
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1

自
主
防
災
組
織
の
作
り
方
セ
ミ
ナ
ー

「
自
主
防
災
組
織
を
作
り
ま
し
ょ
う
」

令
和

4
年

９
月

９
日

（
金

）

三
原

市
危

機
管

理
監

危
機

管
理

課

1

＜
説

明
事

項
＞

自
主

防
災

組
織

の
作

り
方

2

＜
説

明
事

項
＞

１
自

主
防

災
組

織
と

は
⇒

組
織

の
必

要
性

と
役

割
⇒

活
動

事
例

２
自

主
防

災
組

織
を

設
立

す
る

に
は

⇒
設

立
ま

で
の

流
れ

⇒
町

内
会

等
で

考
え

る
こ

と

３
設

立
後

の
活

動
支

援
⇒

活
動

支
援

⇒
補

助
金

制
度

3

＜
説

明
事

項
＞

１
自

主
防

災
組

織
と

は
～

組
織

の
必

要
性

と
役

割
～

4

5



2

防
災

・
減

災

平
常

時
(発

災
前

)の
防

災
・
減

災
対

策

⇒
 発

災
中

に
お

け
る

人
的

被
害

最
大

９
割

軽
減

5

「
災

害
」
・
「
防

災
」
と

は
？

「
災

害
」

（
災

害
対

策
基

本
法

第
２

条
，

同
法

施
行

令
第

１
条

）

・
暴

風
，

豪
雨

，
豪

雪
，

洪
水

，
高

潮
，

地
震

，
津

波
，

噴
火

そ
の

他
の

異
常

な
自

然

現
象

に
よ

り
生

ず
る

被
害

・
大

規
模

な
火

事
若

し
く
は

爆
発

，
放

射
性

物
質

の
大

量
の

放
出

，
多

数
の

者
の

遭
難

を
伴

う
船

舶
の

沈
没

そ
の

他
大

規
模

な
事

故
に

よ
り

生
ず

る
被

害

「
防

災
」

（
災

害
対

策
基

本
法

第
２

条
）

・
災

害
を

未
然

に
防

止
す

る
こ

と
（
予

防
）

・
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
お

け
る

被
害

の
拡

大
を

防
ぐ

こ
と

（
応

急
対

応
）

・
災

害
の

復
旧

を
図

る
こ

と
（
復

旧
）

6

防
災

・
減

災
の

取
り

組
み

は
，

「
自

助
」
と

「
共

助
」
か

ら
！

災
害

発
生

時

誰
が

「
逃

げ
ろ

」
と

伝
え

た
の

か
？

誰
が

「
逃

げ
る

こ
と

」
を

支
援

し
た

の
か

？
（
平

成
2
5
年

内
閣

府
「
避

難
に

関
す

る
総

合
的

対
策

の
推

進
に

関
す

る
実

態
調

査
結

果
報

告
書

」）

１
家

族
・
同

居
者

２
近

所
・
友

人

３
福

祉
関

係
者

４
警

察
・
消

防
・
消

防
団

⇒
家

族
・
同

居
者

，
近

所
・
友

人
の

支
援

力
が

強
い

！

7

誰
が

防
災

・
減

災
を

推
進

す
る

の
か

？

自
身

の
い

の
ち

は
自

身
で

守
る

「
自

助
」

地
域

や
身

近
に

い
る

仲
間

が
助

け
合

う

「
共

助
」

「
自

助
」

＋
「
共

助
」

⇒
 災

害
被

害
の

軽
減

8

6



3

「
自

主
防

災
組

織
」

地
区

住
民

の
「
防

災
意

識
向

上
」
や

「
命

を
守

る
行

動
」

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
組

織 ⇒
自

主
防

災
組

織
の

役
割

災
害

時
誰

も
が

要
支

援
者

に
な

り
う

る
。

⇔
 す

べ
て

を
対

象
に

は
で

き
な

い
。

保
護

に
は

限
度

が
あ

る
。

行
政

任
せ

は
困

難

9

＜
説

明
事

項
＞

１
自

主
防

災
組

織
と

は
～

活
動

事
例

～

1
0

自
主

防
災

組
織

の
活

動
例

平
常

時

防
災

知
識

の
習

得

地
域

に
お

け
る

危
険

箇
所

等
の

把
握

防
災

備
品

・
備

蓄
の

整
備

防
災

リ
ー

ダ
ー

の
養

成

情
報

収
集

・
伝

達
・
避

難
誘

導
体

制
の

強
化

避
難

所
の

整
備

・
運

営
体

制
づ

く
り

防
災

訓
練

の
実

施

行
政

と
の

連
携

強
化

等

広
島

経
済

大
学

経
済

学
部

松
井

一
洋

教
授
1
1


地

域
の

危
険

個
所

の
確

認


非

常
持

ち
出

し
物

品
の

確
認

住
民

へ
の

啓
発

ま
ず

は
で

き
る

と
こ

ろ
か

ら
（
平

常
時

）

1
2

7



4

自
主

防
災

組
織

の
活

動
例

発
災

時

情
報

収
集

・
伝

達

避
難

情
報

に
よ

る
早

期
避

難
支

援

避
難

誘
導

避
難

所
運

営
・
救

援
物

資
配

分
・
夜

警

初
期

消
火

協
力

応
急

救
護

・
搬

送

住
民

意
思

の
集

約
・
行

政
と

の
折

衝
等

広
島

経
済

大
学

経
済

学
部

松
井

一
洋

教
授
1
3


声

を
掛

け
合

っ
て

み
ん

な
で

逃
げ

よ
う


安

全
な

場
所

へ
誘

導
し

よ
う


安

否
確

認
を

し
よ

う

ま
ず

は
で

き
る

と
こ

ろ
か

ら
（
災

害
時

）

1
4

訓
練

例

小
坂

町
防

災
会

の
例

町
内

会
や

自
治

会
だ

け
に

と
ど

ま
ら

ず
，

P
T
A

や

女
性

会
な

ど
地

域
で

活
動

す
る

各
種

の
団

体
へ

呼
び

か
け

，
平

成
1

6
年

度
に

自
主

防
災

組
織

を
設

立
。

以
来

，
1
1
月

3
日

を
「
小

坂
町

防
災

の
日

」
と

し
て

位
置

づ
け

，
訓

練
や

啓
発

活
動

な
ど

を
毎

年
実

施
し

て
き

て
い

る
。

ま
た

，
平

成
1

9
年

度
に

は
，

地
域

に
あ

る
（
特

別

）
養

護
老

人
ホ

ー
ム

と
災

害
時

応
援

協
定

を
締

結
し

，
施

設
と

連
携

し
た

訓
練

も
計

画
し

て
い

る
。 1
5

訓
練

例

↑
（
屋

内
で

勉
強

会
）

↓
（
町

内
清

掃
後

に
3

0
分

程
度

で
）

1
6

8



5

＜
説

明
事

項
＞

２
自

主
防

災
組

織
を

設
立

す
る

に
は

～
設

立
ま

で
の

流
れ

～

1
7

自
主

防
災

組
織

設
立

ま
で

の
流

れ

①
ま

ず
は

地
域

で
の

話
し

合
い

②
規

約
，

組
織

体
制

，
活

動
計

画
を

立
て

る

③
自

主
防

災
組

織
の

認
定

申
請

設
立

地
域
で
の
了
承

1
8

自
主

防
災

組
織

設
立

ま
で

の
流

れ

①
ま

ず
は

地
域

で
の

話
し

合
い

地
域

内
で

自
主

防
災

組
織

設
立

に
向

け
た

話
し

合
い

が
必

要
で

す
。

結
成

に
つ

い
て

、
町

内
会

や
自

治
会

に
提

案
し

ま
し

ょ
う

。
地

域
へ

の
説

明
が

難
し

い
等

が
あ

れ
ば

市
の

出
前

講
座

を
利

用
す

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。

1
9

自
主

防
災

組
織

設
立

ま
で

の
流

れ

②
規

約
，

組
織

体
制

，
活

動
計

画
を

立
て

る

自
主

防
災

組
織

が
ど

う
い

っ
た

メ
ン

バ
ー

で
ど

う
い

っ
た

活
動

を
す

る
の

か
「
規

約
」
や

「
組

織
体

制
」
「
活

動
計

画
」
を

立
て

ま
す

。

モ
デ

ル
と

な
る

ひ
な

形
を

用
意

し
て

い
ま

す
。

（
別

紙
）

2
0

9



6

自
主

防
災

組
織

設
立

ま
で

の
流

れ

③
自

主
防

災
組

織
の

認
定

申
請

市
に

対
し

、
認

定
申

請
を

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。
（
別

紙
）

認
定

通
知

を
返

送
い

た
し

ま
す

。
必

要
書

類
は

，
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

も
取

得
で

き
ま

す
。

2
1

＜
説

明
事

項
＞

２
自

主
防

災
組

織
を

設
立

す
る

に
は

～
町

内
会

等
で

考
え

る
こ

と
～ 2

2


規

約
の

案
の

作
成

組
織

の
目

的
を

共
有

し
ま

し
ょ

う


組

織
の

体
制

ど
う

い
っ

た
メ

ン
バ

ー
が

中
心

に
な

る
の

か


組

織
の

活
動

計
画

組
織

の
目

的
に

対
し

、
ま

ず
は

何
を

す
る

か

2
3

自
主

防
災

組
織

結
成

単
位

別
の

特
徴

町
内

会
・
自

治
会

を
活

用
し

た
組

織
例

結
成

方
法

町
内

会
組

織
図

＝

自
主

防
災

組
織

図

町
内

会
組

織
図

の
中

に

自
主

防
災

組
織

図

（
下

部
組

織
）

町
内

会
組

織
図

と
は

別
の

組
織

図

内 容

自
主

防
災

組
織

と
い

う
形

式
で

役
員

も
兼

務
す

る
。

町
内

会
の

一
部

と
し

て
自

主
防

災
活

動
部

門
を

設
置

す
る

。

別
に

独
立

し
た

自
主

防
災

組
織

と
し

て
を

作
る

。

特 徴

組
織

作
り

が
容

易
で

、
継

続
し

や
す

い
。

組
織

と
し

て
の

下
地

が
無

い
た

め
、

組
織

作
り

か
ら

は
じ

め
る

必
要

が
あ

る
。

予
算

な
ど

も

住
民

に
と

っ
て

組
織

の
仕

組
み

が
わ

か
り

や
す

い
。

経
験

が
蓄

積
さ

れ
、

専
門

性
が

高
ま

る
。

活
動

の
独

自
性

を
発

揮
し

や
す

い
。

町
内

会
の

役
員

交
代

に
よ

っ
て

活
動

方
針

や
熱

意
が

変
わ

る
場

合
も

あ
る

。

同
一

地
域

に
２

人
の

長
が

存
在

し
、

混
乱

す
る

場
合

も
あ

る
。

2
4

10



7

＜
説

明
事

項
＞

３
設

立
後

の
活

動
支

援
～

活
動

支
援

～

2
5

設
立

を
含

め
た

流
れ

①
ま

ず
は

地
域

で
の

話
し

合
い

②
規

約
，

組
織

体
制

，
活

動
計

画
を

立
て

る

③
自

主
防

災
組

織
の

認
定

申
請

④
災

害
対

応
用

の
資

機
材

の
整

備

防
災

訓
練

や
講

座
等

の
実

施

出
前

講
座

を
実

施
し

て
い

ま
す

。

モ
デ

ル
と

な
る

ひ
な

形
を

用
意

し
て

い
ま

す
。

必
要

書
類

は
，

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
も

取
得

で
き

ま
す

。

助
成

金
制

度
（
後

述
）

を
設

け
て

い
ま

す
。

訓
練

（
ま

た
は

講
座

）
の

単
独

実
施

が
不

安
な

場
合

は
出

前
講

座
の

活
用

や
関

係
団

体
等

の
支

援
が

あ
り

ま
す

。

設
立

2
6

こ
の

よ
う

な
思

い
を

し
ま

せ
ん

で
し

た
か

？

ど
こ
へ
避
難
し
た
ら
い
い
の
か
？

い
つ
避
難
し
た
ら
い
い
の
か
？

水
道
や
電
気
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
…

食
べ
物
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
…

【
出

前
講

座
例

】

2
7

避
難

と
は

？

「
安

全
な

場
所

」
に

立
ち

退
く
（
逃

げ
る

）
こ

と

・
立

ち
退

き
避

難
（
水

平
避

難
）

屋
外

の
安

全
な

場
所

に
移

る
。

・
屋

内
退

避
（
垂

直
避

難
）

屋
内

で
の

安
全

確
保

（
屋

外
へ

の
避

難
が

か
え

っ
て

危
険

な
時

に
行

う
避

難
）

「
避

難
」

＝
避

難
所

＋
近

所
（
一

時
避

難
所

）
＋

家

【
出

前
講

座
例

】

2
8

11



8

誰
が

避
難

所
を

運
営

す
る

の
か

？

自
身

の
い

の
ち

は
自

身
で

守
る

地
域

や
身

近
に

い
る

仲
間

が
助

け
合

う

⇒
 避

難
者

や
地

域
住

民
に

よ
る

「
自

主
運

営
」

市
職

員
（
開

設
指

定
避

難
所

に
１

名
ま

た
は

２
名

派
遣

）

⇒
 連

絡
員

住
民

が
適

切
な

避
難

行
動

が
と

れ
る

よ
う

支
援

す
る

【
出

前
講

座
例

】

2
9

防
災

・
災

害
情

報
の

収
集

情
報

収
集

の
方

法

登
録

制
メ

ー
ル

配
信

緊
急

速
報

メ
ー

ル
配

信
(携

帯
電

話
)

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
テ

レ
ビ

・
ラ

ジ
オ

放
送

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
放

送
(三

原
テ

レ
ビ

放
送

)
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
Ｆ

Ｍ
ラ

ジ
オ

放
送

(Ｆ
Ｍ

み
は

ら
)

【
出

前
講

座
例

】

3
0

◆
ま
ず
は
、
自
分
が
助
か
る
こ
と
が
大
切
で
す

・
自

分
に

合
っ

た
、

家
族

に
合

っ
た

備
え

を
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

！

・
日

常
の

延
長

で
考

え
る

こ
と

が
大

切
で

す
！

・
す

ぐ
に

、
持

ち
出

せ
る

よ
う

に
し

て
お

く
こ

と
も

大
切

で
す

！

非
常
食
品

生
活
用
品

貴
重
品

そ
の
他

・
飲

料
水

（
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
）

・
缶

詰
、

レ
ト

ル
ト

食
品

・
梅

干
、

ク
ラ

ッ
カ

ー
な

ど

・
帽

子
、

衣
類

、
タ

オ
ル

・
毛

布
、

テ
ィ

ッ
シ

ュ
、

マ
ッ

チ

・
ビ

ニ
ー

ル
袋

な
ど

・
現

金
、

預
金

通
帳

、
印

鑑

・
健

康
保

険
証

の
写

し

・
そ

の
他

身
分

証
明

書
な

ど

・
懐

中
電

灯
、

ラ
ジ

オ

・
メ

ガ
ネ

、
風

邪
薬

、
胃

腸
薬

・
常

備
薬

（
持

病
）

な
ど

そ
の
他

・
ｻ

ﾗ
ﾝ
ﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ(
食

器
が

洗
え

な
い

・
怪

我
を

し
た

)

・
口

紅
（
気

分
転

換
・
水

に
強

く
書

き
残

し
可

)

【
出

前
講

座
例

】

3
1

家
庭

や
地

域
で

の
備

え
は

整
っ

て
い

ま
す

か
？

家
庭 非
常
用
持
出
品
の
準
備
，
食
料
・
飲
料
水
の
備
蓄
，

家
具
の
転
倒
防
止
，
感
電
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
等

家
庭
・
地
域

避
難
行
動
，
避
難
場
所
，
避
難
経
路
，
安
否
確
認
等

【
出

前
講

座
例

】

3
2

12



9

＜
説

明
事

項
＞

３
設

立
後

の
活

動
支

援
～

補
助

金
制

度
～

3
3

設
立

を
含

め
た

流
れ

①
ま

ず
は

地
域

で
の

話
し

合
い

②
規

約
，

組
織

体
制

，
活

動
計

画
を

立
て

る

③
自

主
防

災
組

織
の

認
定

申
請

④
災

害
対

応
用

の
資

機
材

の
整

備

防
災

訓
練

や
講

座
等

の
実

施

出
前

講
座

を
実

施
し

て
い

ま
す

。

モ
デ

ル
と

な
る

ひ
な

形
を

用
意

し
て

い
ま

す
。

必
要

書
類

は
，

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
も

取
得

で
き

ま
す

。

助
成

金
制

度
（
後

述
）

を
設

け
て

い
ま

す
。

訓
練

（
ま

た
は

講
座

）
の

単
独

実
施

が
不

安
な

場
合

は
出

前
講

座
の

活
用

や
関

係
団

体
等

の
支

援
が

あ
り

ま
す

。

設
立

3
4

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
制
度

新
規
設
立 構

成
世

帯
数

助
成

金
額

～
1

0
0

5
0

,0
0

0
円

1
0

1
～

2
0

0
1

0
0

,0
0

0
円

2
0

1
～

3
0

0
1

5
0

,0
0

0
円

3
0

1
～

5
0

0
2

0
0

,0
0

0
円

5
0

1
～

3
0

0
,0

0
0
円

新
た
に
自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
た
団
体
に
対
す
る
，

防
災
設
備
費
等
の
整
備
に
係
る
費
用
の
助
成
金

3
5

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
制
度

育
成
支
援
～
組
織
設
立
後
の
活
動
支
援
～

種
別

防
災

訓
練

防
災

マ
ッ

プ
作

成
防

災
施

設
等

整
備

補
助

対
象

防
災

訓
練

実
施

経
費

（
講

師
謝

金
，

消
耗

品
等

）

マ
ッ

プ
作

成
経

費
防

災
資

機
材

等
の

補
充

等

補
助

金
上

限
額

1
0

,0
0

0
円

2
0

0
,0

0
0
円

~
1

0
0
世

帯
5

0
,0

0
0
円

1
0

1
世

帯
～

1
0

0
,0

0
0
円

交
付

回
数

１
回

／
年

度
１

回
／

３
年

度
１

回
／

３
年

度

組
織
が
地
域
の
防
災
活
動
と
し
て
実
施
す
る
防
災
訓
練
，
地
域

防
災
マ
ッ
プ
作
成
及
び
防
災
施
設
等
整
備
に
対
す
る
補
助
金

3
6
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1
0

自
主

防
災

組
織

を
つ

く
り

ま
し

ょ
う


み

ず
か

ら
の

地
域

を


み

ず
か

ら
の

手
で

守
る

た
め

に

三
原

市
危

機
管

理
課

地
域

防
災

係

連
絡

先
：
0
8
4
8
-
6
7
-
6
1
6
5

3
7
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自主防災組織の設立に関するアンケート

実施日 令和4年10月5日（回答期限 令和４年10月21日）

対象 自主防災組織が未設立の町内会・自治会 114団体

回答数 41団体（回答率36.0％）

問１ 自主防災組織の活動について知っていましたか。

問２ 自主防災組織は必要だと思いますか。

問３ 町内や自治会内に想定される災害のリスクについて把握していますか。

問４ 町内や自治会内で避難場所を決めていますか。

問５ 町内や自治会内で避難の際に支援が必要な方（避難行動要支援者※）を把握していますか。

問６ 防災に関する活動（訓練や勉強会など）を実施していますか。

回答数 回答率

１ 知っていた 33 80％

２ 知らなかった 8 20％

回答数 回答率

１ 必要である 25 61％

２ 必要でない 0 0％

３ わからない 16 39％

回答数 回答率

１ 知っていた 32 78％

（a ハザードマップで） （29） 71％

（b まちあるきで） （ 3） 7％

（c その他） （ 2） 5％

２ 知らなかった 9 22％

回答数 回答率

１ 決めている 14 34％

２ 決めていない 27 66％

回答数 回答率

１ 把握している 22 54％

２ 把握していない 18 44％

無回答 1 2％

回答数 回答率

１ している 6 15％

２ していない 34 83％

無回答 1 2％
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問７ 自主防災組織の設立等に関する説明を希望しますか。

問８ 自主防災組織の設立に関する課題は何ですか。【複数回答可】

問９ 設立に向け，知りたい情報は何ですか。【複数回答可】

回答数 回答率

１ 希望する 6 15％

２ 今は希望しない 16 39％

無回答 19 46％

回答数 回答率

１ どう活動したらよいかわからない 16 -

２ 賛同者がいない・少ない 20 -

３ 組織のまとめ役がいない 22 -

４ 住民への説明ができない・難しい 8 -

５ 設立にむけた会議が実施できない・集まれない 15 -

６ その他 16 -

回答数 回答率

１ 設立までの流れ 17 -

２ 補助金などの支援制度 7 -

３ 設立規約（案）等の書類の作成 9 -

４ 活動内容について 24 -

５ その他 7 -
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